
分 野 適応地域

イノベーション創出強化研究推進事業（開発研究ステージ）/研究紹介２０２４

① 水田内に設置することで大量のスクミリンゴガイを効率的に捕獲できるトラップ（商品名スクミッチ）を開発
し、市販化した。

② スクミリンゴガイが電気に誘引される性質を利用し、水田内に生息する貝の密度を推定できる電気トラッ
プを開発した。

③水中に溶けだしたスクミリンゴガイのDNA（環境DNA)を検出することで本種の侵入を早期に発見する技術
を開発した。

④広範囲でのスクミリンゴガイによる水稲の被害状況を効率的に把握するため、ドローンの撮影画像からス
クミリンゴガイやその被害株を検出する画像処理技術を開発した。

⑤地点情報や移植日、品種名を入力するとその地点での薬剤の散布適期を通知する防除支援システムを
開発した。

スクミリンゴガイの被害撲滅に向けた総合的管理技術の革新
および防除支援システムの開発

〔研究期間〕
令和３年度～令和５年度（３年間）03022

C2 農業－病害虫 全国

２ 研究の主要な成果

公表した主な特許・論文

キーワード イネ、スクミリンゴガイ、防除、早期検出、温暖化

①捕獲用のトラップについては、市販化済み製品の販売促進と改良版の商品化を進める。電気トラップと環
境DNAおよびドローンによる検出技術については、民間企業へのPRや実証事業を通して社会実装を図る。

②防除支援システムや公開済みのwebマニュアルを通して生産現場への適切な防除技術の普及を推進する。

①スクミリンゴガイの被害拡大の防止や発生地域への適切な防除対策の普及により、年間12億円（2022年、
農薬出荷額ベース）を要しているスクミリンゴガイの防除費用の低減に貢献できる。

②化学農薬に過度に依存しないスクミリンゴガイの防除技術の普及により、環境にやさしい持続可能な米の
安定生産が可能となり、国民生活の向上に貢献する。

①2年後（2025年度）までに、15府県以上にスクミリンゴガイの適切な防除技術の普及を目指す。

②5年度（2028年度）までに、開発した技術の社会実装による既発生地域での被害の沈静化を実現する。

③最終的には、さらなる本種の発生量の増加や発生地域の拡大にも対応することで、安定的な水稲生産に
貢献する。

① 特願 2024-042777 情報処理装置、情報処理方法、およびプログラム （農研機構）

② 特願 2024-033272 腹足類生物の捕集装置及びその用途 （佐世保高専）

③ 特願 2024-053014 リンゴガイ類の検出方法 （農研機構）

④ 特願 2024-053721 捕獲機 （大栄工業）

近年の温暖化にともなうスクミリンゴガイの被害拡大に対応するため、新たな総合的管理技術を構築する。

具体的には、広範囲にわたるスクミリンゴガイの発生状況を把握するための検出技術や、水田内で大量に捕

獲するためのトラップ、地域の実情や特徴に応じて生産者に対して薬剤の散布適期を通知する防除支援シ

ステムを開発し、これら成果とスクミリンゴガイの基本情報や防除方法を集約したwebマニュアルを作成する。

１ 研究の目的・終了時の達成目標

３ 今後の展開方向

【今後の開発・普及目標】

４ 開発した技術・成果の実用化により見込まれる波及効果及び国民生活への貢献

〔研究総括者〕
農研機構植物防疫研究部門
柴 卓也

〔研究グループ〕
農研機構植物防疫研究部門、奈良女子大学、佐世保
工業高等専門学校、 滋賀県農業技術振興センター、
三重県農業研究所、大栄工業株式会社、塩野香料株
式会社



問い合わせ先：農研機構植物防疫研究部門 TEL 029-838-6876

（03022C2）スクミリンゴガイの被害撲滅に向けた総合的管理技術
の革新および防除支援システムの開発

研究終了時の達成目標

スクミリンゴガイによる水稲の被害を軽減するための新たな防除方法と
生産者が利用できる防除支援システムを開発する。

研究の主要な成果

今後の展開方向

見込まれる波及効果及び国民生活への貢献

開発した新技術は、民間企業や現地での実証事業を通して社会実装を進める。
また、防除支援システムやwebマニュアルを通して、生産現場への適切な防除技
術の普及を推進する。

スクミリンゴガイの被害拡大の防止や発生地域での防除対策の実施により、
年間約12億円を要しているスクミリンゴガイの薬剤防除費用を低減できる。
これにより化学農薬に過度に依存しない持続可能な米の安定生産に貢献する。
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環境DNAやドローンを利用した
スクミリンゴガイの検出技術を開発

ドローン画像から広域の
被害状況を把握することで
効率的な防除に貢献
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生産者向けのwebマニュアルと
防除支援システムを構築

スクミリンゴガイの生態や
防除方法を集約

↑サイトURL

薬剤の散布適期を予測して
利用者に通知する


